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各地区通信員のみなさんから届いた地元のできごとを紹介します！

あなたの地区ではどんなできごとがあったでしょう。 ぜひチェックしてみてください！

第
１
１
２
回
と
な
る
鶴
沢
地
区

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
４
月
16
日

に
19
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
町
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
利
用

し
、
桑
折
町
の
半
田
沼
遊
歩
道
へ
向
か
い

ま
し
た
。
出
発
す
る
時
は
、
小
雨
の
状
況

で
し
た
が
、
到
着
し
た
時
に
は
何
と
か
雨

も
上
が
り
、
五
分
咲
き
の
桜
を
眺
め
な
が

ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

途
中
半
田
銀
山
の
坑
道
を
見
学
し
た
り
、

健
脚
の
方
は
半
田
山
中
腹
の
展
望
台
ま
で

足
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
湖
畔

の
広
場
で
自
前
の
美
味
し
い
お
弁
当
で
の

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
と
な
り
、
和
気
あ
い
あ
い

と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

春
を
告
げ
る
山
開
き

春
の
半
田
沼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日吉神社の下で、抽選引換券でくじ引きです。花の鉢物
やお菓子の詰め合わせなど盛り沢山でした。

３
年
ぶ
り
の
山
開
き

５
月
１
日
、
各
地
域
団
の
皆
様
を
は

じ
め
、
羽
山
を
愛
す
る
会
の
協
力

に
よ
り
標
高
６
０
７
ｍ
『
福
沢
羽
山
の
山

開
き
』
が
3
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
付
先
着
２
０
０
名
様
に
記
念
品
、
紅

白
餅
、ざ
る
菊
苗
、竹
杖
を
進
呈
し
ま
し
た
。

開
会
式
の
後
、
羽
山
太
鼓
の
演
奏
、
安
全

祈
願
祭
、
来
賓
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
消
防

団
を
先
頭
に
登
山
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

山
頂
近
く
の
羽
山
神
社
で
、
抽
選
引
換

券
を
配
布
、
日
吉
神
社
下
で
抽
選
会
を
行

い
ま
し
た
。
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
が
多
く
、

中
に
は「
６
回
目
！
県
内
色
々
な
山
に
登
っ

て
い
ま
す
が
、こ
の
山
は
楽
し
い
で
す
」と
、

嬉
し
い
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自然の中で食べるランチは格別ですよね！

鐘を突きながら皆さん
は何を願ったのでしょ
うね！

沢
自
治
会

福
菅
野 

奈
美
子 

通
信
員

落
合 

幸
男 

通
信
員

島
自
治
会

小

神
野 

基
則 

通
信
員

沢
地
区
自
治
会

鶴

小
島
『
長
寿
山
・
太
郎
坊
山
』
山
開

き
が
４
月
16
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
長
寿
山
の
特
徴
は
、
登
山
口
ま
で
の

桜
並
木
約
２
０
０
本
を
通
り
、
山
頂
に
は

鐘
つ
き
堂
が
あ
る
こ
と
で
す
。

　

山
開
き
は
今
年
で
21
回
目
と
な
り
ま
す

が
毎
年
新
し
い
仕
掛
け
が
準
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
は
、
登
山
口
の
入
り
口
駐
車

場
の
周
辺
に
「
桃
の
苗
木
」
を
植
樹
し
ま

し
た
。
２
～
３
年
後
に
見
頃
を
迎
え
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
今
年
は
遠
方
の
方

を
代
表
し
て
茨
城
県
の
方
が
玉
串
奉
典
を

行
い
ま
し
た
。
あ
い
に
く
前
日
か
ら
雨
模

様
で
し
た
が
、
関
係
団
体
は
準
備
に
万
全

を
尽
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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口
太
山
の
山
開
き

新
緑
が
ま
ぶ
し
い
花
塚
山

公
民
館
の
あ
ゆ
み
を
発
行

富
士
山
の
見
え
る
北
限
の
花
塚
山
の

山
開
き
は
山
桜
が
満
開
の
中
、
安

全
祈
願
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
自
粛
し
て

自
由
登
山
に
な
り
ま
し
た
。
峠
の
森
で
は
、

福
島
市
や
桑
折
町
か
ら
の
家
族
連
れ
や
単

独
キ
ャ
ン
パ
ー
な
ど
14
張
り
の
テ
ン
ト
が

並
び
、
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
ん
で
い
る
姿
も

あ
り
ま
し
た
。
昨
年
は
、
峠
の
森
キ
ャ
ン

プ
場
の
利
用
者
は
７
１
５
名
あ
っ
た
よ
う

で
こ
の
日
も
２
回
目
の
利
用
や
、
中
に
は

数
十
回
も
来
て
い
る
と
の
声
も
。「
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
キ
ャ
ン
パ
ー
仲
間
の
口

コ
ミ
で
知
っ
た
」「
無
料
は
魅
力
的
」
と
の

声
も
あ
り
ま
し
た
。
新
緑
の
中
、
カ
タ
ク

リ
の
花
も
綺
麗
で
し
た
。

新
川
俣
小
学
校
の
皆
さ
ん新しくバス停の標識ができて良かったですね！

75 年の歴史を振り返
りながら見るは楽しい
ですね！

キャンパーたちの隠れ
た名所になっているん
ですね！

山頂からの景色は最高
でしょうね！！

佐
藤 

秀
夫 

通
信
員

坂
自
治
会

飯

菅
野 

勝
久 

通
信
員

木
屋
地
区
自
治
会

山

斎
藤 

吉
紀 

通
信
員

綱
木
地
区
自
治
会

小

綱
木
自
治
会

大
齋
藤 

信
夫 

通
信
員

５
月
８
日
、
晴
天
の
下
23
回
目
と
な

る
「
口
太
山
の
山
開
き
」
を
コ
ロ

ナ
対
策
徹
底
の
も
と
大
綱
木
自
治
会
・
公

民
館
・
口
太
山
愛
好
会
及
び
そ
の
他
の
ご

協
力
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。
開
催
関
係

者
は
、
駐
車
場
の
誘
導
、
登
山
口
で
受
付

と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
先
着
１
０
０
名
様
に
記
念
品
を
配

り
ま
し
た
。
受
付
記
録
に
は
、
県
外
ナ
ン

バ
ー
の
車
も
あ
り
約
１
７
０
名
の
登
山
者

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
登
り
の

登
山
道
の
区
間
は
、
新
た
に
道
が
作
ら
れ

急
坂
の
危
険
箇
所
に
は
ロ
ー
プ
を
張
り
整

備
し
、
事
故
な
く
多
く
の
登
山
者
が
笑
顔

で
下
山
し
て
い
ま
し
た
。

新
生
川
俣
小
学
校
、
小
綱
木
梅
ノ
口
バ

ス
停
の
登
校
風
景
で
す
。

　

南
小
学
校
が
廃
校
に
な
り
、
今
ま
で
よ

り
バ
ス
乗
車
時
刻
が
10
分
早
く
な
っ
た
こ

と
で
初
日
は
少
々
戸
惑
い
が
あ
り
ま
し
た

が
、
今
は
慣
れ
て
ス
ム
ー
ズ
に
乗
車
し
て

い
ま
す
。

　

南
小
学
校
時
代
に
は
な
か
っ
た
バ
ス
停

の
標
識
が
立
て
ら
れ
気
分
を
一
新
し
て
通

学
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

児
童
数
も
以
前
は
こ
の
倍
ぐ
ら
い
で
し

た
。「
だ
か
ら
学
校
が
統
合
さ
れ
た
の
よ
」

と
言
わ
れ
れ
ば
そ
れ
ま
で
で
す
が
、
寂
し

い
限
り
で
す
。
新
生
川
俣
小
学
校
の
皆
さ

ん
、
勉
強
に
運
動
に
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

昭
和
23
年
安
達
郡
山
木
屋
村
と
し
て
山

木
屋
村
役
場
に
公
民
館
が
置
か
れ
た

こ
と
が
始
ま
り
だ
と
い
い
ま
す
。
そ
の
後
、

昭
和
30
年
に
川
俣
町
公
民
館
山
木
屋
分
館
と

名
称
を
変
え
、
平
成
４
年
に
川
俣
町
山
木
屋

公
民
館
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
作

成
し
た
廣
野
さ
ん
は
「
初
代
館
長
は
じ
め
多

く
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
写
真
や
資
料
を

提
供
い
た
だ
き
編
集
す
る
事
が
で
き
感
謝
し

て
お
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
平
成

23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
避

難
を
余
儀
な
く
さ
れ
一
時
活
動
も
休
止
し
ま

し
た
が
、
今
で
は
、
吹
矢
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
の
で
皆
様
方
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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